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予防歯科の真骨頂・その２咀 ⑯嚼玩味
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大阪大学歯学研究科
教授　　　　　　　

　

本
誌
７
月
号
の
連
載
に
「
予
防

歯
科
の
真
骨
頂
」
と
題
し
て
、
予

防
歯
科
が
歯
医
者
の
仕
事
を
無
く

す
と
い
う
一
部
の
御
懸
念
へ
の
私

見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
い
た
。
今
回

は
そ
の
２
で
あ
る
。

　

今
年
の
９
月
、
私
が
幹
事
長
を

務
め
る
近
畿
・
中
国
・
四
国
口
腔

衛
生
学
会
の
30
周
年
総
会
を
大
阪

府
歯
科
医
師
会
に
主
催
し
て
頂
い

た
（
Ｏ
会
長
と
Ｔ
常
務
に
多
謝
深

謝
）。
そ
の
特
別
講
演
で
Ｏ
歯
科

大
Ｍ
教
授
が
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
に

会
場
は
ど
よ
め
い
た
。

　

平
成
の
30
年
間
に
１
歳
半
と
３

歳
児
の
う
蝕
有
病
者
率
は
１
／
５

に
、
12
歳
児
の
Ｄ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
は
１
／

６
に
減
っ
た
。
８
０
２
０
達
成
者

は
５
倍
に
増
え
た
。
予
防
歯
科
の

効
果
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
懸
念
の

と
お
り
に
歯
科
医
療
費
が
減
っ
た

か
？
な
ん
と
、
真
逆
だ
っ
た
！
０

〜
14
歳
の
歯
科
医
療
費
に
変
化
は

な
く
、
65
歳
以
上
で
は
４
倍
以
上

に
増
加
し
て
い
る
。
歯
が
残
る
こ

と
で
高
齢
者
の
歯
科
需
要
が
高
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

　

予
防
し
て
い
る
の
に
、
ど
う
し

て
高
齢
者
の
歯
科
需
要
が
高
ま
る

の
か
？
予
防
で
き
て
ね
〜
じ
ゃ

ん
、
と
言
わ
れ
る
御
仁
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
あ
ろ
う
。
い
い
ご
質
問

だ
。
予
防
歯
科
と
は
、
転
ば
ぬ
先

の
杖
で
あ
る
。
し
か
し
、
杖
が
あ

れ
ば
そ
れ
で
大
丈
夫
か
と
い
う

と
、
そ
う
で
は
な
い
。
杖
が
あ
っ

て
も
転
ぶ
人
が
い
る
。
理
由
は
二

つ
。
生
ま
れ
つ
き
転
び
や
す
い
人

は
一
定
数
い
る
。
加
え
て
、
人
は

老
い
る
。
若
い
頃
、
健
康
は
タ
ダ

だ
っ
た
。
し
か
し
、
中
高
年
の
健

康
に
は
手
間
と
お
金
が
掛
か
る
。

ま
め
に
手
間
暇
を
掛
け
て
い
て

も
、
老
い
は
中
高
年
を
転
ぶ
人
に

変
え
て
し
ま
う
。
エ
ス
テ
に
通
っ

て
い
て
も
年
相
応
の
老
け
顔
が
や

っ
て
く
る
よ
う
に
。

　

形
あ
る
も
の
い
ず
れ
は
壊
れ

る
、
諸
行
無
常
が
世
の
理
。
予
防

歯
科
は
加
齢
変
化
と
の
闘
い
な
の

で
あ
る
。
予
防
歯
科
の
真
骨
頂
・

そ
の
２
は
、
こ
の
人
は
杖
が
必
要

か
ど
う
か
を
見
分
け
る
こ
と
で
あ

る
。
杖
が
無
く
て
も
ス
タ
ス
タ
歩

け
る
人
も
い
る
。
そ
ん
な
人
に
杖

を
持
た
し
て
も
意
味
が
な
い
。
一

方
、
杖
が
あ
っ
て
も
必
ず
転
ぶ

人
、
足
元
が
お
ぼ
つ
か
な
い
人
も

い
る
。
昭
和
の
予
防
歯
科
は
全
て

の
患
者
に
１
０
０
％
歯
磨
き
の
杖

を
持
た
そ
う
と
し
た
。
令
和
の
時

代
は
違
う
。
杖
は
必
要
な
人
に
だ

け
渡
す
。
そ
し
て
杖
は
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

予
防
歯
科
は
二
人
三
脚
。
予
防

歯
科
に
通
っ
て
い
る
か
ら
私
は
大

丈
夫
、
と
安
心
し
て
い
る
患
者
さ

ん
に
私
は
言
っ
て
い
る
。「
一
流

の
塾
に
入
っ
た
ら
、
そ
れ
だ
け
で

全
員
東
大
に
行
け
ま
す
か
？
」。

健
口
維
持
は
患
者
も
主
治
医
。
御

本
人
の
心
掛
け
が
一
丁
目
一
番
地

な
の
だ
（
遺
伝
と
運
が
あ
る
の
も

事
実
だ
が
）。

急
騰
時
に
実
態
と
乖
離

「
５
％
ル
ー
ル
」の
随
時
改
定

平
和
考
え
る
講
演
・
上
映
会

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会

を考える
騰
高
ラパ

金

③

　

「
随
時
改
定
」
は
、
金
パ

ラ
の
高
騰
に
よ
る
販
売
価
格

と
保
険
診
療
上
の
告
示
価
格

と
の
乖
離
を
緩
和
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
２
年

に
１
回
の
「
基
準
材
料
価
格

改
定
」
に
加
え
、
診
療
報
酬

改
定
の
年
の
10
月
に
１
回

目
、
翌
年
の
４
月
に
２
回

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
は
11
月
３
日
に
医
療
生
協

か
わ
ち
野
楠
根
診
療
所
圏
の

健
康
ま
つ
り
会
場
（
写
真

①
）
で
、
同
４
日
に
は
同
加

納
診
療
所
圏
の
健
康
ま
つ
り

会
場
（
同
②
）
で
そ
れ
ぞ
れ

歯
科
健
診
を
実
施
し
た
。
楠

根
に
は
段
野
和
茂
氏
が
出
務

し
、
47
人
が
受
診
し
た
。
加

納
に
は
矢
部
あ
づ
さ
氏
が
出

務
し
、
８
人
が
受
診
し
た
。

受
診
者
に
は
歯
ブ
ラ
シ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
、
口
腔
ケ
ア
の

重
要
性
を
訴
え
た
。

北
大
阪
地
区

　

北
大
阪
地
区
は
11
月
４
日

の
ほ
く
せ
つ
医
療
生
協
主
催

　

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九

条
の
会
は
11
月
23
日
、
市
民

公
開
の
講
演
会
と
上
映
会
を

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。

会
員
や
家
族
、
一
般
市
民
ら

70
人
が
参
加
し
た
。

　

同
志
社
大
学
大
学
院
教
授

の
岡
野
八
代
氏
が
「
平
和
・

暮
ら
し
・
未
来
〜
女
性
の
経

験
・
憲
法
か
ら
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
安
倍

政
権
が
憲
法
改
正
に
挙
げ
て

い
る
「
緊
急
事
態
条
項
」
に

触
れ
、「
戦
時
・
有
事
で

は
、
私
た
ち
の
権
利
が
奪
わ

れ
、
す
べ
て
が
国
家
を
最
優

先
に
さ
せ
る
」
と
指
摘
。

「
慰
安
婦
問
題
」
に
も
言
及

し
、「
慰
安
婦
問
題
を
反
省

し
な
い
政
府
は
国
家
の
た
め

に
再
び
女
性
を
奴
隷
化
す

る
。
憲
法
を
変
え
れ
ば
有
無

を
言
わ
せ
ず
青
年
を
戦
地
に

送
る
」
と
批
判
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
デ
ニ

・
ム
ク
ウ
ェ
ゲ
医
師
の
姿
を

追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画

「
女
を
修
理
す
る
男
」
を
上

映
し
た
。

の
健
康
ま
つ
り
で
歯
科
健
診

に
取
り
組
ん
だ
。
高
尾
賢
太

郎
氏
が
出
務
し
、
家
族
連
れ

や
子
ど
も
ら
43
人
が
受
診
し

た
。「
口
の
中
が
乾
く
」
と

の
相
談
に
対
し
、
服
用
薬
や

飲
料
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
（
同
③
）。

北
河
内
地
区

　

北
河
内
地
区
は
医
療
生
協

か
わ
ち
の
大
東
四
條
畷
圏
健

康
ま
つ
り
で
歯
科
健
診
を
実

施
し
た
。
更
谷
氏
将
氏
が
出

務
し
、
19
人
が
受
診
し
た
。

会
場
で
は
参
加
者
に
「
保
険

で
良
い
歯
科
」
署
名
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
（
同
④
）。

三
島
地
区

　

三
島
地
区
は
茨
木
社
会
保

障
推
進
協
議
会
主
催
の
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
会
場
で
歯
科

健
診
に
取
り
組
ん
だ
。
家
族

連
れ
で
に
ぎ
わ
う
な
か
、
１

５
１
人
が
受
診
し
た
。
宇
賀

神
直
也
、
黒
根
由
希
両
氏
が

出
務
し
、「
入
れ
歯
が
合
わ

な
い
」「
子
ど
も
の
歯
が
生

え
な
い
」
な
ど
の
悩
み
に
こ

た
え
た
（
同
⑤
）。

目
、
10
月
に
３
回
目
と
次
の

診
療
報
酬
改
定
ま
で
の
間
に

最
大
３
回
「
随
時
改
定
」
が

実
施
さ
れ
る
。

変
動
率
の
計
算

平
均
値
で
算
出

　

し
か
し
、
こ
の
「
随
時
改

定
」
に
は
多
く
の
欠
陥
が
あ

る
。

　

ま
ず
は
改
定
実
施
の
条
件

で
あ
る
。
厚
労
省
は
改
定
を

検
討
す
る
上
で
、
金
属
の
素

材
価
格
（
金
・
銀
・
パ
ラ
ジ

ウ
ム
）
の
変
動
を
勘
案
し
た

試
算
価
格
を
示
し
、
現
行
の

告
示
価
格
か
ら
の
変
動
率
を

計
算
す
る
。
こ
の
変
動
率
が

±
５
％
を
超
え
な
け
れ
ば
改

定
が
実
施
さ
れ
な
い
の
だ
。

し
か
も
、
同
省
は
金
属
素
材

価
格
か
ら
合
金
の
価
格
を
推

計
し
て
い
る
た
め
、
実
際
の

金
パ
ラ
の
市
場
価
格
を
反
映

し
た
も
の
に
な
っ
て
い
な

い
。

　

さ
ら
に
随
時
改
定
に
は
変

動
率
を
算
出
す
る
た
め
の
参

照
期
間
に
問
題
が
あ
る
。
例

え
ば
、
２
０
１
８
年
10
月
の

随
時
改
定
時
に
は
、
18
年
１

月
〜
６
月
の
６
カ
月
間
の
素

材
価
格
の
平
均
値
で
算
出
す

る
。
そ
こ
で
±
５
％
の
基
準

を
満
た
さ
ず
に
改
定
が
見
送

ら
れ
た
場
合
、
次
回
19
年
４

月
の
随
時
改
定
時
に
は
18
年

１
月
〜
12
月
の
１
年
間
の
素

材
価
格
の
平
均
値
で
計
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
価
格
が
急

上
昇
す
る
場
合
に
は
、
い
っ

そ
う
乖
離
が
大
き
く
な
る
の

だ
（
図
）。

安
定
供
給
に
は

総
合
的
対
策
を

　

協
会
・
保
団
連
は
厚
労
省

に
対
し
、
随
時
改
定
に
お
け

る
「
±
５
％
増
減
」
ル
ー
ル

を
見
直
し
、
販
売
価
格
と
告

示
価
格
の
乖
離
を
生
ま
な
い

措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
て

い
る
。

　

金
パ
ラ
に
不
採
算
が
生
じ

る
要
因
は
、
投
機
目
的
の
貴

金
属
が
含
ま
れ
る
た
め
価
格

が
安
定
し
な
い
こ
と
に
あ

る
。「
基
準
材
料
価
格
改

定
」
や
「
随
時
改
定
」
で

は
、
乖
離
の
部
分
的
緩
和
に

し
か
な
ら
な
い
。

　

保
険
で
良
い
補
綴
物
を
安

定
供
給
す
る
に
は
、
金
パ
ラ

の
代
替
材
料
の
活
用
や
補
綴

物
維
持
管
理
料
の
見
直
し
な

ど
、
よ
り
総
合
的
な
対
策
を

視
野
に
入
れ
た
議
論
が
必
要

と
い
え
る
。

 
（
お
わ
り
）

秋
空
の
下
、
各
地
で
健
診

歯
の
悩
み
に
こ
た
え
る

　

協
会
の
各
地
区
は
「
い
い
歯
デ
ー
」（
11
月
８
日
）

に
前
後
し
て
、
地
域
の
健
康
ま
つ
り
会
場
で
歯
科
健
診

に
取
り
組
ん
だ
。
会
員
や
歯
科
衛
生
士
ら
が
出
務
し
、

受
診
者
の
歯
や
歯
肉
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
一
人
ひ

と
り
の
悩
み
に
こ
た
え
た
。

市民公開の講演会で安
倍政権による改憲の危
険性を解説する岡野氏
＝11月23日、Ｍ＆Ｄホ
ール

金パラが５％を超えて値上がりしても随時改定が見送りになる場合がある

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

告示価格
2000円

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

告示価格
2000円

平均価格2000円（変動率0.0％）
随時改定見送り

平均価格2075円（変動率3.5％）
随時改定見送り

参照期間

参照期間

※10月の随時改定が見送られた時は
　市場価格の参照期間が１月～12月になる

平均価格2150円（変動率7.5％）平均価格2000円（変動率0.0％）
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⑤


